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福
祉
施
策

原
油
価
格
の
高
騰
に
伴
う
緊
急
対
策
事
業

と
し
て
、
低
所
得
の
高
齢
者
世
帯
等
を
中
心

に
、
負
担
が
増
加
す
る
暖
房
費
用
の
灯
油
購

入
費
等
を
助
成
す
る
事
業
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
本
町
で
は
、
す
で
に
生
活
保
護
世
帯
の

方
に
は
、
３
月
の
保
護
費
支
給
時
に
支
給
を

終
え
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
母
子
、
父
子
な

ど
の
助
成
要
件
に
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
平

成
１９
年
度
に
限
り
、
申
請
に
よ
り
助
成
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

次
に
、
小
学
校
区
ご
と
に
４
箇
所
の
児
童

館
で
実
施
し
て
い
る
学
童
保
育
に
つ
い
て
、

利
用
の
希
望
者
が
近
年
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
対
策
と
し
て
、
昨
年
末
か
ら
勝
瑞
児
童

館
の
増
築
工
事
を
実
施
し
て
お
り
、
３
月
末

に
完
成
を
い
た
し
ま
し
た
。

新
年
度
か
ら
は
、
快
適
な
環
境
で
ご
利
用

い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
と
も
、
学
童
保
育
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
施
策
に
力
を
注

い
で
ま
い
り
ま
す
。

医
療
制
度
改
革

医
療
制
度
の
改
革
に
よ
り
、
本
年
４
月
か

ら
７５
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
新
し
い
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
医
療
保
険
制
度
を
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
も
の
と
し
て
い
く
た
め
、
現
役
世

代
と
高
齢
者
の
方
が
負
担
能
力
に
応
じ
て
公

平
に
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

同
じ
く
４
月
か
ら
は
、
国
民
健
康
保
険
や

社
会
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
者
に
、
４０
歳
以

上
の
被
保
険
者
に
対
す
る
内
臓
脂
肪
型
肥
満

い
わ
ゆ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に

着
目
し
た
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
健
康

診
査
、
及
び
保
健
指
導
の
実
施
が
義
務
付
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
方
に
健
康
診
査
を
受
け
て
い
た
だ

き
、
適
切
な
保
健
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
り

早
い
段
階
で
の
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

河
川
敷
運
動
公
園
の
整
備

名
田
橋
下
流
の
河
川
敷
運
動
公
園
に
つ
き

ま
し
て
は
、
台
風
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
ら
れ
る
よ
う
、
国
土
交
通
省
に
お
い

て
盛
土
工
事
を
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
盛
土
工
事
が
本
年
度
に
完

了
す
る
見
込
み
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
、
国
の
補
助
金
を
い
た
だ
き
整
備
を
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

整
備
内
容
に
つ
い
て
は
、
芝
生
広
場
と
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
遊
歩

道
を
再
度
整
備
し
、
残
り
の
お
よ
そ
３
分
の

２
の
敷
地
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
６
月
議
会

で
も
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
よ
う

に
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
整
備
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、
近
年
競
技
人
口
も
増

加
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
や
、
高
齢
者
だ
け
で

な
く
、
幅
広
い
世
代
の
方
が
楽
し
め
る
ス
ポ

ー
ツ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

健
康
増
進
や
高
齢
者
の
方
の
生
き
が
い
対
策

に
寄
与
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

環
境
問
題

昨
年
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
指
定
ゴ
ミ

袋
の
有
料
化
に
つ
い
て
、
住
民
の
方
々
や
議

会
か
ら
も
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
、
ゴ
ミ
袋

の
材
質
の
見
直
し
と
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

収
集
日
の
増
加
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
４

月
１
日
か
ら
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
指
定
ゴ
ミ
袋
制
を
導
入
す
る
に
あ

た
り
、
家
計
に
対
す
る
負
担
割
合
が
高
い
生

活
弱
者
や
日
常
的
に
紙
お
む
つ
を
使
用
す
る

家
庭
に
対
し
て
、
指
定
ゴ
ミ
袋
の
無
償
交
付

を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
、
西
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
焼
却

炉
に
つ
い
て
、
焼
却
炉
本
体
の
老
朽
化
が
著

し
い
た
め
、
本
年
の
１
月
下
旬
か
ら
改
修
工

事
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

７
月
下
旬
に
は
焼
却
炉
の
試
運
転
を
開
始

す
る
予
定
で
現
在
、
工
事
を
進
め
て
お
り
焼

却
能
力
の
回
復
、
延
命
化
と
維
持
管
理
費
の

低
減
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
工
事
期
間
中
の
可
燃
ゴ
ミ
等
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
県
外
へ
搬
出
し
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
一
層
の
ゴ
ミ
減
量
化
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

防
災
対
策

藍
住
町
で
は
、
大
規
模
な
地
震
発
生
時
の

人
的
被
害
、
経
済
的
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
「
藍
住
町
耐
震
改

修
促
進
計
画
」
を
３
月
末
に
策
定
い
た
し
ま

し
た
。

平
成
１７
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
木
造
住

宅
の
耐
震
診
断
等
へ
の
助
成
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
木
造
住
宅

の
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
へ
の
助
成
制
度

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
は
「
自
助
・
共
助
」
の

精
神
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
主
防
災

組
織
の
育
成
、
拡
充
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

昨
年
８
月
に
、
藍
住
町
自
主
防
災
組
織
等
補

助
金
に
関
す
る
要
綱
を
改
正
し
、
補
助
率
を

引
き
上
げ
、
補
助
対
象
額
に
つ
い
て
も
構
成

世
帯
数
に
応
じ
て
増
額
し
、
自
主
防
災
組
織

の
資
器
材
整
備
等
へ
の
支
援
充
実
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。

次
に
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て
、

小
学
校
・
中
学
校
の
校
舎
棟
、体
育
館
に
つ
い

て
は
、
普
段
子
ど
も
達
が
生
活
を
し
て
い
る
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重
要
な
拠
点
で
あ
り
、
地
震
や
洪
水
な
ど
災

害
時
の
避
難
施
設
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
早
急
に
整
備
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
２０
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
北
小
学

校
の
校
舎
棟
耐
震
補
強
等
工
事
費
及
び
、
南

小
学
校
の
校
舎
棟
耐
震
補
強
等
設
計
委
託
料

を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
２１
年
度
以
降
に
つ
き
ま
し
て

も
、
教
育
現
場
の
安
全
性
確
保
と
い
う
観
点

か
ら
、
南
小
学
校
の
校
舎
棟
耐
震
補
強
等
工

事
、
藍
住
中
学
校
の
南
校
舎
棟
耐
震
補
強
等

の
設
計
並
び
に
工
事
の
計
画
を
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

水
道
浄
水
場
の
整
備
工
事
に
つ
い
て
は
、

浄
水
場
配
水
池
（
貯
水
タ
ン
ク
）
の
容
量
不

足
の
解
消
と
耐
震
化
及
び
老
朽
施
設
の
更
新

事
業
と
し
て
、
着
手
し
て
お
り
ま
す
。
本
年

度
の
工
事
予
定
と
し
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

基
礎
杭
打
ち
工
事
と
配
水
池
や
電
気
・
ポ
ン

プ
建
屋
工
事
を
施
工
い
た
し
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
取
組

給
食
の
民
間
委
託
に
つ
い
て
、
そ
の
現
状

を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
ず
、
藍
寿
苑
の
給
食

民
間
委
託
に
つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら
、
給
食

民
間
委
託
推
進
協
議
会
に
お
い
て
、
様
々
な

課
題
や
問
題
点
の
検
討
を
行
い
、
給
食
民
間

委
託
基
本
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
の
委
託

実
績
や
衛
生
管
理
体
制
、
食
材
の
安
全
性
な

ど
を
考
慮
し
、
委
託
業
者
を
選
定
い
た
し
ま

し
た
。
４
月
か
ら
は
、
委
託
業
者
に
よ
り
給

食
業
務
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
中
学
校
の
給
食
民
間
委
託
に
つ
い

て
は
、
町
の
基
本
方
針
と
し
て
平
成
２１
年
度

か
ら
中
学
校
２
校
に
お
い
て
、
給
食
調
理
業

務
の
委
託
を
実
施
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

委
託
内
容
に
つ
い
て
は
給
食
の
調
理
と
洗
浄

及
び
清
掃
業
務
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

地
産
地
消
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
安
全
で

安
心
な
給
食
を
こ
れ
か
ら
も
提
供
す
る
と
と

も
に
、
食
育
の
場
と
し
て
も
活
用
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
町
の
発
送
文
書
の
配
達
業
務
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
、
総
務
課

の
職
員
５
人
に
よ
り
直
接
配
達
を
行
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
経
費
削
減
と
人
事
配
置
の
効

率
化
の
面
か
ら
こ
れ
を
見
直
し
、
本
年
４
月

以
降
は
郵
送
等
に
よ
り
発
送
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
業

務
に
つ
い
て
も
、
４
月
か
ら
業
者
委
託
に
よ

り
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

人
事
評
価
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
、
集
中

改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
職
員
一
人
ひ
と
り

の
意
欲
と
能
力
を
一
層
高
め
、
組
織
力
を
向

上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
人
事
評
価
制
度
の

導
入
に
向
け
て
、
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

し
た
が
新
年
度
か
ら
は
試
行
を
兼
ね
て
、
全

職
員
を
対
象
と
し
た
人
事
評
価
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

市
町
村
合
併

合
併
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

に
つ
い
て
、
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
秋
、
県
に
お
い
て
「
自
主
的
な
市

町
村
合
併
の
推
進
に
関
す
る
構
想
」
が
策
定

さ
れ
、
新
た
な
合
併
の
枠
組
み
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
板
野
郡
合
併
検
討
協
議
会
で
は
、
県

の
構
想
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る

と
と
も
に
、
合
併
に
関
す
る
意
見
を
お
聞
き

す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
調
査
の
実
施
時
期

に
つ
い
て
は
、
５
月
上
旬
を
予
定
し
て
お
り
、

設
問
に
つ
い
て
は
各
町
と
も
同
じ
内
容
で
実

施
い
た
し
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
は
、
２０
歳

以
上
の
住
民
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
調
査
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

平
成
２０
年
度
の
予
算
編
成
方
針

平
成
２０
年
度
の
地
方
財
政
は
、
社
会
保
障

関
係
経
費
の
自
然
増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に

加
え
て
、
地
方
財
政
の
借
入
金
残
高
は
、
平

成
２０
年
度
末
に
１
９
７
兆
円
と
見
込
ま
れ
、

今
後
、
そ
の
償
還
負
担
が
高
水
準
で
続
く
と

こ
ろ
で
あ
り
、
将
来
の
財
政
運
営
が
圧
迫
さ

れ
る
こ
と
が
強
く
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
地
方
分
権

の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
簡
素
で
効
率
的
な
行

政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
た
め
、
徹
底
し
た

行
政
改
革
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
歳
出
の

徹
底
し
た
見
直
し
に
よ
る
抑
制
と
重
点
化
を

進
め
、
歳
入
面
で
も
自
主
財
源
に
つ
い
て
積

極
的
な
確
保
策
を
講
じ
る
な
ど
、
効
率
的
で

持
続
可
能
な
財
政
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
に
よ
る
効
果

や
、
税
源
移
譲
に
伴
う
町
税
の
増
加
な
ど
も

あ
り
、
一
定
の
改
善
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

各
施
設
の
維
持
補
修
や
普
通
建
設
事
業
の
ほ

か
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
に
向
け

た
課
題
や
財
政
需
要
が
累
積
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
へ
の
適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る

な
ど
、
依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い
財
政

状
況
に
あ
り
ま
す
。

平
成
２０
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
行
財
政
環
境
の
も
と
、

さ
ら
に
事
業
の
必
要
性
、
効
果
等
を
確
認
し

つ
つ
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
の
積
み
上
げ
に
努

め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、事
務
事
業
全
般
に
わ
た
り
、効
果

や
必
要
性
、
後
年
度
の
財
政
負
担
等
を
精
査

し
、一
層
の
効
率
化
と
厳
し
い
選
択
・
重
点
化

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
少
子
高
齢
化
対
策

や
環
境
対
策
の
ほ
か
、
生
活
環
境
の
整
備
と

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、住
民
生
活

に
直
接
か
か
わ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
重
点

的
な
配
分
を
心
が
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
本
町
発
展
の

た
め
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で

町
政
運
営
に
つ
い
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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１０
日

上
程
議
案
等

◆
平
成
１９
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
歳
入
歳
出
と
も
に
１
億
７
千
５
百
万
円

減
額
し
、
予
算
総
額
を
８４
億
３
百
万
円
と
す

る
）◆
同
国
民
健
康
保
険
事
業
補
正
予
算（
歳

入
歳
出
と
も
に
４
千
２５
万
１
千
円
増
額
し
、

予
算
総
額
を
２８
億
３
千
７
百
３０
万
９
千
円
と

す
る
）
◆
同
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
補
正
予
算

（
歳
入
歳
出
と
も
に
百
１
万
３
千
円
減
額
し
、

予
算
総
額
を
１
千
百
５０
万
円
と
す
る
）
◆
同

水
道
事
業
補
正
予
算
（
資
本
的
収
入
を
３
千

７６
万
円
減
額
し
、
収
入
総
額
を
２
千
５
百
５５

万
円
、
資
本
的
支
出
を
１
億
７
千
３
百
万
円

減
額
し
、
支
出
総
額
を
５
億
６
千
８
百
４３
万

３
千
円
と
す
る
）
◆
同
下
水
道
事
業
補
正
予

算
（
歳
入
歳
出
と
も
に
３
千
７
百
万
円
減
額

し
、
予
算
総
額
を
３
億
７
千
万
円
と
す
る
）

◆
平
成
２０
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
予
算

（
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
８３
億
９
千
万
円

と
す
る
。
前
年
度
と
同
額
、
概
要
は
別
記
掲

載
の
と
お
り
）
◆
同
国
民
健
康
保
険
事
業
予

算
（
予
算
の
総
額
を
２７
億
２
千
７
百
８１
万
６

千
円
と
す
る
）◆
同
老
人
保
健
事
業
予
算（
予

算
の
総
額
を
２
億
３
千
５
百
７１
万
円
と
す

る
）
◆
同
介
護
保
険
事
業
予
算
（
予
算
の
総

額
を
１６
億
７
千
３
百
３１
万
３
千
円
と
す
る
）

◆
同
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
予
算
（
予
算
の
総

額
を
１
千
２
百
３８
万
円
と
す
る
）
◆
同
後
期

高
齢
者
医
療
事
業
予
算
（
予
算
の
総
額
を
１

億
９
千
百
４４
万
５
千
円
と
す
る
）
◆
同
藍
寿

苑
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
予
算
（
予
算
の
総
額

を
２
億
８
千
３
百
２３
万
３
千
円
と
す
る
）
◆

同
水
道
事
業
予
算
（
収
益
的
収
入
を
５
億
８

百
５３
万
４
千
円
・
収
益
的
支
出
を
３
億
８
千

２
百
７０
万
６
千
円
、
資
本
的
収
入
を
２
千
９

百
５５
万
円
・
資
本
的
支
出
を
６
億
７
百
６２
万

２
千
円
と
す
る
）◆
同
下
水
道
事
業
予
算（
予

算
の
総
額
を
３
億
５
千
万
円
と
す
る
）

◆
常
勤
特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
（
特
別
職
の
給
料
減
額
措
置
の
延

長
）
◆
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
、
そ
の

他
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

（
特
別
職
の
給
料
減
額
措
置
の
延
長
）
◆
重

度
心
身
障
害
者
等
に
対
す
る
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
（
県
福
祉
医
療

制
度
の
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
）
◆
国
民
健

康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
（
国
民
健
康
保
険

法
等
の
改
正
に
よ
る
一
部
負
担
金
等
の
改

正
）
◆
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
（
税
制

改
正
の
影
響
に
よ
る
保
険
料
の
緩
和
措
置
を

継
続
す
る
た
め
の
改
正
）

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に
伴
う
保

険
税
の
賦
課
算
定
基
準
等
を
定
め
る
た
め
の

改
正
）
◆
町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
（
公
営
住
宅
か
ら
暴
力

団
を
排
除
す
る
た
め
の
条
例
改
正
）
◆
特
別

職
の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
（
都
市
計
画
審
議
会
委
員

に
対
す
る
報
酬
の
規
定
）
◆
藍
住
町
都
市
計

画
審
議
会
条
例
の
制
定
（
都
市
計
画
法
に
基

づ
く
都
市
計
画
審
議
会
を
本
町
に
設
置
す
る

た
め
の
条
例
制
定
）
◆
藍
住
町
地
区
計
画
等

の
案
の
作
成
手
続
に
関
す
る
条
例
の
制
定

（
地
区
計
画
等
の
案
の
提
示
及
び
意
見
の
提

出
方
法
を
定
め
る
条
例
制
定
）

◆
藍
住
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
の
制
定
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
施
行

に
伴
い
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
の
条

例
制
定
）
◆
町
道
の
路
線
認
定
（
宅
地
開
発

に
伴
う
道
路
の
寄
付
に
よ
る
認
定
）
◆
町
道

の
路
線
変
更
（
町
道
の
起
終
点
の
変
更
）
◆

指
定
管
理
者
の
指
定
（
藍
住
町
社
会
福
祉
協

議
会
を
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー
他
３
件
の
指
定

管
理
者
に
再
指
定
）
◆
指
定
管
理
者
の
指
定

（
藍
住
町
観
光
物
産
協
会
を
藍
の
館
の
指
定

管
理
者
に
再
指
定
）
◆
平
成
２０
年
度
藍
住
町

土
地
開
発
公
社
の
事
業
計
画
の
報
告
◆
公
的

資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
に
係
る
財
政
健

全
化
計
画
及
び
公
営
企
業
経
営
健
全
化
計
画

の
報
告

（
以
上
町
長
提
案
）

１７
日

一
般
質
問

小
川
幸
英
議
員
、
永
浜
茂
樹
議
員
、
喜
田

敏
夫
議
員
、
小
西
浩
昭
議
員
、
林
茂
議
員
、

西
岡
恵
子
議
員
の
６
氏
が
登
壇
、
行
政
全
般

に
関
す
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
（
一
般
質

問
の
内
容
は
５
月
発
行
予
定
の
「
議
会
だ
よ

り
」
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

２５
日

上
程
議
案
等

◆
平
成
２０
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
予
算
に

対
す
る
修
正
動
議
（
修
正
案
否
決
）
◆
藍
住

町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
（
戸
籍
証

明
書
に
本
人
確
認
が
必
要
と
な
る
改
正
）
◆

藍
住
町
西
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
燃
焼
設

備
他
改
修
工
事
請
負
契
約
の
変
更
請
負
契
約

の
締
結
（
工
事
の
契
約
期
間
を
９
月
末
ま
で

に
変
更
）（
以
上
町
長
提
案
）
◆
議
員
派
遣
の

件
（
議
員
派
遣
の
決
定
）
◆
藍
住
町
議
会
議

員
政
治
倫
理
条
例
の
一
部
改
正
（
町
工
事
等

に
関
す
る
遵
守
事
項
の
一
部
改
正
）
◆
地
方

の
道
路
整
備
の
促
進
と
道
路
特
定
財
源
の
確

保
を
求
め
る
意
見
書
◆
資
格
決
定
要
求
（
議

員
の
資
格
審
査
）
◆
資
格
審
査
特
別
委
員
会

委
員
の
指
名（
以
上
議
員
提
案
）◆
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
等
に
関
す
る
請
願
書（
不
採
択
）

３３３３３３３３３３３３３３３３３月月月月月月月月月月月月月月月月月議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会

平成２０年第１回議会
定例会は、３月１０日に
開会し、町長及び議員
提案の平成２０年度一般
会計予算を含む３６議案
を原案どおり可決し、
２５日に閉会しました。
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平平成成２２００年年度度 一一般般会会計計歳歳入入歳歳出出予予算算

平
成
２０
年
度
藍
住
町
一
般
会
計
当
初
予
算

は
、
平
成
１９
年
度
と
同
額
の
総
額
８３
億
９
千

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

普
通
建
設
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
北
小
学

校
耐
震
改
修
工
事
、
国
指
定
史
跡
用
地
購
入
、

河
川
敷
運
動
公
園
整
備
工
事
な
ど
の
事
業
量

が
増
加
し
た
も
の
の
、
全
体
で
は
工
事
量
が

減
少
し
た
た
め
、９
億
２
千
５
百
３３
万
円（
１３

・
９
％
の
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

扶
助
費
に
つ
い
て
は
、
乳
幼
児
医

療
扶
助
費
等
の
制
度
改
正
が
平
成

１９
年
度
に
行
わ
れ
た
の
で
、
半
年

間
の
実
績
か
ら
算
出
し
、
８
億
５

千
５
百
２５
万
円
（
６
・
７
％
の

減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
物
件
費

に
つ
い
て
は
、
業
務
委
託
料
等
の

増
額
に
よ
り
、
１９
億
４
百
２５
万
円

（
５
・
３
％
の
増
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
補
助
費
に
つ
い
て
は
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
が
創
設
さ
れ

負
担
金
が
増
額
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、７
億
７
千
７
百
４０
万
円（
１９

・
３
％
の
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

施
設
等
の
修
繕
を
行
う
維
持
補
修

費
に
つ
い
て
は
、
学
校
施
設
等
の

修
繕
な
ど
の
た
め
増
額
と
な
り
、

６
千
９２
万
円
（
２
・
１
％
の
増
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

に
つ
い
て
は
、
老
人
保
健
事
業
及
び
藍
寿
苑

特
別
会
計
の
繰
出
金
が
減
少
し
、
５
億
７
千

４
百
６０
万
円
（
１３
・
１
％
の
減
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
公
債
費
に
つ
い
て
は
、
公
的
資
金

補
償
金
免
除
繰
上
償
還
に
よ
り
１１
億
８
千
７４

万
円
（
７
・
８
％
の
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
町
税
が
３８
億
９
千
７

百
９６
万
円
（
０
・
４
％
の
減
）、地
方
譲
与
税

が
１
億
１
千
百
万
円
（
増
減
な
し
）、利
子
割

交
付
金
、
配
当
割
交
付
金
、
株
式
等
譲
渡
所

得
割
交
付
金
、
地
方
消
費
税
交
付
金
、
自
動

車
取
得
税
交
付
金
、
地
方
特
例
交
付
金
、
交

通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
の
総
額
が
３
億
９

千
８
百
７
万
円
（
５
・
６
％
の
減
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
試

算
見
込
額
を
で
き
る
限
り
計
上
し
、
１０
億
７

千
万
円
（
増
減
な
し
）、臨
時
財
政
対
策
債
は

２
億
７
千
６
百
万
円
と
な
り
、
一
般
財
源
の

総
額
は
平
成
１９
年
度
よ
り
５
千
８
百
９４
万
円

の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
臨
時
財

政
対
策
債
を
除
く
町
債
は
、
２
億
６
千
百
２０

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
以
上
に
よ
る
収
支

は
、
４
億
７
千
８
百
万
円
の
財
源
不
足
と
な

る
た
め
、
同
額
に
つ
い
て
基
金
を
取
り
崩
し

て
補
填
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

平
成
２０
年
度
に
お
い
て
は
、
一
般
財
源
は

一一
般般
会会
計計
予予
算算
のの
概概
要要
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＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

必
要
な
総
額
を
確
保
す
る
と
い
う
国
の
施
策

か
ら
全
国
的
に
大
き
な
混
乱
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
行
財
政
改
革
を
早
期
に
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
は
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
格
別
の

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
文
中
の
（

）
数
値
は
、
前
年
当
初
比
を

表
し
、
予
算
額
等
に
つ
い
て
は
、
１
万
円
未

満
を
切
り
捨
て
て
表
示
し
て
い
ま
す
。

平平成成２２００年年度度特特別別会会計計予予算算新新
規規
採採
用用
職職
員員
紹紹
介介

住
民
課

中

山

佳

美

覚
え
る
こ
と
が
多
く
、
今
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
で
不
安
で
す
が
、
早
く
仕
事
に
慣
れ
、
笑
顔
で
仕
事

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

平平成成２２００年年度度水水道道会会計計予予算算

○
退
職
者

◇
福
永

高
治

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）

◇
中
川

好
之
（
農
業
委
員
会
局
長
補
佐
）

◇
漆
原

玲
子

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
藍
寿
苑
主
任
介

護
員
）

◇
高
田

秀
美（

藍
住
中
学
校
主
任
調
理
員
）

◇
笹
田

敏
恵（

藍
住
南
小
学
校
主
任
調
理
員
）

◇
田
中

光
代
（
西
保
育
所
主
任
調
理
員
）

◇
福
井

昌
子
（
藍
住
西
幼
稚
園
調
理
員
）

○
採
用
者

◇
中
山

佳
美
（
住
民
課
）

○
異
動
者

異
動
者
の
内
、課
長
補
佐
以
上（
順
不
同
）

職
・
氏
名
（

）
内
は
旧
職

◇
議
会
事
務
局
長

鳥
海

昭
則

（
下
水
道
課
長
）

◇
企
画
調
整
課
長

吉
田

敬
直

（
建
設
産
業
課
長
・
農
業
委
員
会
事
務
局

長
兼
務
）

◇
住
民
課
長

森

伸
二

（
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
課
長
）

◇
保
健
衛
生
課
長

矢
野

博
俊

（
議
会
事
務
局
長
）

◇
下
水
道
課
長

近
藤

博
茂

（
企
画
調
整
課
長
）

◇
建
設
産
業
課
長
・
農
業
委
員
会
事
務
局
長

兼
務

岡

静
夫
（
水
道
課
長
）

◇
生
活
環
境
課
長

下
竹

啓
三

（
保
健
衛
生
課
長
）

◇
水
道
課
長

奥
田

浩
志（

生
活
環
境
課
長
）

◇
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
課
長

吉
田

新
市
（
住
民
課
長
）

◇
藍
住
東
幼
稚
園
長

広
島

恭
子

（
藍
住
西
幼
稚
園
長
）

◇
藍
住
北
幼
稚
園
長

富
永

啓
子

（
藍
住
東
幼
稚
園
長
）

◇
藍
住
西
幼
稚
園
長

玉
川

三
代

（
藍
住
北
幼
稚
園
長
）

◇
総
務
課
主
幹

柿
内

直
子

（
企
画
調
整
課
主
幹
）

◇
企
画
調
整
課
主
幹

三
木

克
夜

（
総
務
課
主
幹
）

◇
建
設
産
業
課
長
補
佐

賀
治

達
也

（
税
務
課
長
補
佐
）

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異異
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動

４４
月月
１１
日日
付付
でで
職職
員員
のの
定定
期期
人人
事事
異異
動動
がが
行行
わわ
れれ
まま
しし
たた
。。

主主
なな
異異
動動
はは
次次
のの
とと
おお
りり
でで
すす
。。

歳入歳出予算額

２，７２７，８１６千円
２３５，７１０千円

１，６７３，３１３千円
１２，３８０千円

１９１，４４５千円
２８３，２３３千円
３５０，０００千円

名 称

国民健康保険事業
老人保健事業
介護保険事業
介護サービス事業
後期高齢者医療事業
藍寿苑介護サービス事業
下水道事業

５０８，５３４千円
３８２，７０６千円
１２５，８２８千円

２９，５５０千円
６０７，６２２千円

△５７８，０７２千円

収益的収入 収入
収益的支出 支出

差引額

資本的収入 収入
資本的支出 支出

差引額
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※
※
※
※
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藍藍 住住 町町 教教 育育 基基 本本 方方 針針
１ 基本的人権と公共の精神を尊重し、人間性豊かで創造力に富み、日々変化する社会に対応で
きる知性と健やかな心身を育てる教育の充実を図る。
２ 家庭や地域の教育力向上のための啓発に努め、学校、家庭、地域が連携して、子ども達の健
やかな成長を支援するための環境づくりを推進する。
３ 生涯学習社会への展望をもち、まわりの自然や人々を愛し、地域社会の連帯感を大切にした
教育活動の進展を図る。
４ 郷土の風土に対する理解や愛情を深め、優れた伝統の継承と新しい文化の創造に努め、常に
国際的な視野に立って、社会に寄与しようとする人間の育成に努める。
５ 体育・スポーツの振興と、健康・安全への意識の高揚を図り、強く生きる心やたくましい体
力を育む教育の展開を図る。

平平 成成２２００年年 度度 のの 努努 力力 目目 標標
１ 創意工夫に満ちた特色ある学校づくりと開かれた信頼される学校づくり
（１）主体性と創意工夫による質の高い学校運営を図り、地域や保護者の協力・支援体制の促進に努め、学校の教育

活動や数値目標について積極的に情報発信をする。
（２）学校評価システムの推進を図り、自己点検・自己評価を実施し学校運営の改善に努める。
（３）保護者や地域の方々とのコミュニケーションを大切にし、「あいさつ運動」を徹底すると共に、町・地域ぐる

みの学校安全対策を充実する。

２ 「確かな学力」と「豊かな心」を育む教育の推進
（１）子ども一人一人に応じたきめ細かな指導を展開し、基礎・基本を確実に定着させると共に、自ら学び考える力

を育成し、志と豊かな心を育み「人間力」を高める。
（２）学校（園）・家庭・地域が連携し、基本的な生活習慣（早寝・早起き・朝ごはん）の確立や規律を重んじ、「学

ぶ意欲」の向上をさらに推進する。
（３）教職員の研修を推進し「教師力」を高め、「学校力」の充実と活性化を図る。
（４）「藍住町子ども読書活動推進計画」による子どもの学習環境の充実に努め、読書活動の一層の進展を図る。
（５）国際社会に生きる日本人としての自覚を育てるために、小学校において英語学習に取り組む。
（６）一人一人のニーズにあった指導法の工夫改善を図り、教育全体の中で実践的取り組みを進め、特別支援教育を

推進する。
（７）発達段階に応じた勤労観・職業観の育成に努める。
（８）地域・家庭と連携し、食習慣の改善や、子どもの食育の充実を図り、地産・地消を推進する。

３ 社会教育の啓発推進
（１）町民一人一人の人権が尊重される町づくりをめざし、あらゆる差別、偏見を解消するための人権教育・啓発に

関する施策を推進する。
（２）生涯にわたる学習と健康づくりを促進するため、地域の特性を活かしつつ広くその機会の充実・拡充を図る。
（３）教育の原点である「家庭」を支援し、保護者が子どもにしっかりとした「しつけ」をする気運を高める。

４ 文化の振興
（１）魅力ある町づくりと個性豊かな町民文化の振興のため、国民文化祭の成果を継承すると共に、優れた文化・芸

術等に親しむ機会や活動の充実を図る。

５ 国指定史跡「勝瑞城館跡」の整備
昨年度に引き続き、発掘調査の強化促進を図り、整備に向けて「実施設計」の策定を進める。

７ №７６６■ 広報あいずみ
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【７５歳以上の方が加入する後期高齢者医療制度の創設】

これまで藍住町国保に加入されていた７５歳以上の方は、新たに創設される後期高齢者医療制度の被保険者

となり、国保の資格を喪失します。

平成２０年４月以降に７５歳になられる方については、誕生日の当日から後期高齢者医療制度に加入すること

になります。国保の喪失手続・後期高齢者医療制度への加入手続は必要ありません。後期高齢者医療被保険

者証は藍住町より７５歳の誕生日までに送付します。

保険料について

後期高齢者医療制度の被保険者になられた方は、後期高齢者医療へ保険料を納めていただき、国保税は７４

歳までの分のみとなります。

【窓口負担について】

①７０～７４歳までの方の窓口負担が１割に据え置かれます。

平成２０年４月より１割から２割に見直されることになっていましたが、平成２０年４月１日から平成２１年３

月３１日までの１年間は１割に据え置かれます。（現役並み所得者の方はこれまでどおり３割）

②小学校入学前までのお子さまの窓口負担が２割に軽減されます。

これまで３割負担だった３歳から小学校入学前までのお子さまの窓口負担が２割に引き下げられます。

【退職者医療制度の対象年齢が６５歳までとなります】

これまで退職者医療制度に加入されていた方は７５歳未満でしたが、平成２０年４月から６５歳未満にかわりま

す。６５歳の誕生日月の翌月（１日生まれの方は誕生日月）から一般国民健康保険へ変更となりますので、藍

住町より新しい保険証を送付します。

なお、保険税と窓口負担は変更ありません。

【特定健診・特定保健指導が始まります】

近年、糖尿病などの生活習慣病を原因とする死亡が増加しているため、メタボリックシンドロームに着

目した新たな健診制度が始まります。

４０歳から７４歳までの国保加入者については、藍住町から受診

券を送付しますので、指定の医療機関で健診を受けてください。

健診の結果、特定保健指導の必要な方については町の保健師が

生活改善の指導・支援を行います。

※新しい健診制度が始まることにより、これまで実施してきた

『国保加入者日帰り人間ドック事業』はなくなりますので、特

定健診を受診してください。

問 保健衛生課（�６３７・３１１５）

『『藍藍住住町町国国民民健健康康保保険険』』にに加加入入さされれてていいるる方方へへののおお知知ららせせ
☆☆４４月月かからら医医療療保保険険制制度度がが変変わわりりままししたた☆☆

広報あいずみ■ №７６６ ８
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○全町一斉清掃

５月１８日（日）
は全町一斉清掃の日です。町民の皆さんの参加
のもと、各地区で清掃美化を実施して、美しく
住みよい町づくりをしましょう。

詳しくは、５月１５日号の広報でご案内します。

○ごみ収集日の変更
４月から廃プラスチック類・金属・缶の収集日が変更になっていますの

で、ごみ収集カレンダーで確認してください。なお、ごみ分別ガイドブッ
クとコミュニティタウンあいずみに掲載の廃プラスチック等のごみ集収日
が、一部４月１日から変更となっておりますので、お間違いのないように、お願いします。
＊南地区
廃プラスチック類は、収集回数が増え、第１．２．３．５の水曜日に変更になりました。
金属は、第１金曜日・缶は、第３金曜日に変更になりました。

＊北地区
廃プラスチック類は、収集回数が増え、第１．２．４．５の水曜日に変更になりました。
金属は、第２木曜日・缶は、第４木曜日に変更になりました。

○粗大ごみの出し方
ごみ集積所には出せません。西クリーンステーションに持ち込んでください。２階事務所で受付をしてく

ださい。
月曜日から金曜日（祝日を除く）午前９時～午後４時

１特別収集日の受け入れ
特別収集日（月・火曜日が祝日の場合）午前９時～正午

２高齢者世帯の収集
（１）６５歳以上の方ばかりが住んでいる世帯は町が収集します。
（２）申し込みは、事前に電話でお願いします。
（３）有料になりますので、料金は回収時に徴収させていただきます。

＊なお、上記の時間に搬入できない場合は、西クリーンステーション（�６９２・７４１１）にご相談ください。

生活環境課から 環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境にににににににににににににににににににににににににににに優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優ししししししししししししししししししししししししししししいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

家家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭用用用用用用用用用用用電電電電電電電電電電電気気気気気気気気気気気式式式式式式式式式式式生生生生生生生生生生生ごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみ処処処処処処処処処処処理理理理理理理理理理理機機機機機機機機機機機・・・・・・・・・・・生生生生生生生生生生生ごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみ処処処処処処処処処処処理理理理理理理理理理理容容容容容容容容容容容器器器器器器器器器器器購購購購購購購購購購購入入入入入入入入入入入補補補補補補補補補補補助助助助助助助助助助助金金金金金金金金金金金
生ごみ減量化を図るため、家庭用電気式生ごみ処理機及び生ごみ処理容器（コンポスト）の購入を予定さ

れている方は、ぜひ補助制度をご活用ください。

＊家庭用電気式生ごみ処理機
◆処理機の種類 家庭用であれば、機種に指定はありません。

◆補助金額 購入金額（消費税を含む）の１／２とし、上限を２万円とします。ただし、千円未満を切り

捨てた額とします。補助は、１世帯に１台限りです。

◆補助の条件 町内在住者で処理機を自宅で使用することを条件とします。

＊生ごみ処理容器（コンポスト）
◆処理容器の種類 丸型・角型

◆補助金額 購入金額（消費税を含む）の１／２とし、上限を４千円とします。ただし、１０円未満を切り

捨てた額とします。補助は、１世帯に１年度につき１個です。

生ごみ処理容器は、土を掘り下げて設置するため、設置する場所が必要です。

●補助を受けるには、まず先に申請手続きをしてください。購入は、補助金の交付決定を受けてからになり

ます。ご注意ください。

問 生活環境課（�６３７・３１１６）

９ №７６６■ 広報あいずみ
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普
通
会
計
及
び
上
水
道
事
業
会
計
に
お
い

て
健
全
化
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計

画
は
、
本
町
が
実
施
し
て
い
る
行
財
政
改
革

を
基
本
と
し
て
、
平
成
１９
年
度
か
ら
平
成
２３

年
度
ま
で
の
５
か
年
に
お
け
る
施
策
の
指
針

と
な
る
も
の
で
す
。

計
画
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
藍
住
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問

総
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
１
）

現
在
、
虚
偽
の
戸
籍
届
や
住
民
異
動
届
に

よ
る
犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
本
人

確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
、

個
人
情
報
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
住
民
基
本

台
帳
法
、戸
籍
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、住
民

票
や
戸
籍
抄
本
等
を
交
付
請
求
す
る
際
に
も

本
人
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対対
象象
とと
なな
るる
申申
請請
、、
届届
出出

・
住
民
異
動
届
（
転
入
・
転
出
・
転
居
・
世

帯
変
更
）

・
住
民
票
（
除
票
）
の
写
し

・
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

・
戸
籍
縁
組
等
の
届
出
（
婚
姻
・
協
議
離
婚

・
養
子
縁
組
・
協
議
離
縁
・
認
知
）

・
戸
籍
（
除
籍
・
改
製
原
戸
籍
）
の
謄
抄
本

・
戸
籍
の
附
票
の
写
し

・
身
分
証
明
書

本本
人人
確確
認認
のの
対対
象象
者者

・
窓
口
に
来
ら
れ
た
方

本本
人人
確確
認認
のの
方方
法法

①
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
が
貼
付
さ
れ
た
証

明
書
（
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）

い
ず
れ
か
１
点

②
健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
介
護
保
険
証

学
生
証
、
預
金
通
帳
な
ど

２
点
以
上

※
戸
籍
届
出
や
住
所
変
更
等
の
手
続
き
の
際

に
本
人
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
後

日
、
届
出
が
あ
っ
た
こ
と
を
郵
便
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問

住
民
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
２
）

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
、
引
揚

者
の
「
ご
本
人
」
に
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の

「
特
別
慰
労
品
」
を
贈
呈
し
ま
す
。
過
去
に

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
等
を
受
け
た
方
、

書
状
等
の
請
求
を
し
な
か
っ
た
方
も
対
象
で

す
。問

独
立
行
政
法
人

平
和
記
念
事
業
特

別
基
金（
�
０
１
２
０
・
２
３
４
・
９
３
３
）

H
P
http
://w
w
w
.heiw

a.go.jp

＊
請
求
用
紙
は
福
祉
課
ま
で

（
財
）
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
が
母
子
家

庭
の
母
等
を
対
象
と
し
た
就
業
支
援
講
習
会

を
５
月
か
ら
開
催
し
ま
す
。

講
習
内
容

調
理
師
、
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級
課

程
、
医
療
事
務
講
習
、
パ
ソ
コ
ン
講
習
（
ワ

ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・
検
定
対
策
）、就
職
支
援

セ
ミ
ナ
ー

受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
等

は
受
講
者
負
担
）

場

所

県
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
・
問

（
財
）
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

（
�
６
５
４
・
７
４
１
８
）

＊
募
集
要
項
・
申
込
書
は
福
祉
課
ま
で

４
月
１０
日
か
ら
６
月
１０
日
ま
で
は
、
春
の

農
作
業
安
全
運
動
月
間
で
す
。

春
ニ
ン
ジ
ン
の
農
繁
期
を
む
か
え
、
多
忙

な
農
作
業
の
続
く
毎
日
で
す
が
、
十
分
な
休

息
と
睡
眠
を
と
り
、
過
労
に
よ
る
事
故
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
作
業
前
、
作
業
後
の
機
械
の
点
検

整
備
を
行
い
農
作
業
の
安
全
に
つ
と
め
ま
し

ょ
う
。

財財
政政
健健
全全
化化
計計
画画
及及
びび
公公
営営
企企
業業
経経
営営
健健
全全
化化
計計
画画
をを
策策
定定

５５
月月
１１
日日
かか
らら
、、住住
民民
票票
・・
戸戸
籍籍
謄謄
抄抄
本本
等等
のの
請請
求求
時時
でで
のの

「「
本本
人人
確確
認認
」」がが
法法
律律
上上
のの
ルル
ーー
ルル
にに
なな
りり
まま
すす

恩恩
給給
欠欠
格格
者者
、、
戦戦
後後
強強
制制
抑抑
留留
者者
、、
引引
揚揚
者者
のの
皆皆
ささ
まま
へへ

母母
子子
家家
庭庭
等等
就就
業業
・・
自自
立立
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー
就就
業業
支支
援援
講講
習習
会会

建建
設設
産産
業業
課課
かか
らら

今今
はは
、、
春春
のの
農農
作作
業業
安安
全全
運運
動動
月月
間間

広報あいずみ■ №７６６１０
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４
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
（
第
１
期
）

及
び
介
護
保
険
料
（
第
１
期
）
の
納
付
月
で

す
。

納
期
限
は
、
４
月
２５
日
で
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
普
通
徴
収
の
方
・
・
・
納
付
期
限
、
４
月

２５
日
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま
で

に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

◎
特
別
徴
収
の
方
・
・
・
受
給
年
金
か
ら
自

動
的
に
天
引
き
さ
れ
納
付
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
２０
年
４
月
か
ら
介
護
保
険
料
と
同
様

に
、
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
も
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
る
特
別
徴
収
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
特
別
徴
収
と
な
る
納
税
義
務
者
の
方
に

は
国
民
健
康
保
険
税
納
入
通
知
書
を
お
届
け

し
て
い
ま
す
。

４
月
と
５
月
は
、
滞
納
整
理
月
間
で
す

役
場
で
は
期
間
中
、
町
税
の
未
納
が
あ
る

お
宅
に
ご
通
知
す
る
な
ど
、
徴
収
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

税
金
は
、
私
た
ち
が
快
適
な
生
活
を
送
る

上
で
必
要
な
会
費
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
税

金
の
１
０
０
％
完
納
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問

税
務
課
（
�
６
３
７・

３
１
１
７
）

就
職
や
退
職
、
結
婚
な
ど
で
加
入
者
の
種

別
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
１４
日
以
内
に
手
続

き
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
届
出
を
し
な

か
っ
た
た
め
に
、
将
来
の
年
金
額
等
に
影
響

が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
手

続
き
は
早
急
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

■
国
民
年
金
の
加
入
者
は
３
つ
の
種
別
で
分

け
ら
れ
ま
す
。

●
第
１
号
被
保
険
者
・
・
・
自
営
業
、
学
生

な
ど
（
第
２
号
、
第
３
号
被
保
険
者
以
外

の
方
）

●
第
２
号
被
保
険
者
・
・
・
会
社
員
な
ど
の

厚
生
年
金
保
険
、
共
済
組
合
等
の
加
入
者

●
第
３
号
被
保
険
者
・
・
・
会
社
員
な
ど

（
第
２
号
被
保
険
者
）
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者

問

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

（
�
６
５
５・

０
２
０
０
）

藍藍住住町町納納付付月月一一覧覧表表

４月 ★国民健康保険税（１期）

５月 ★軽自動車税（全期）

６月 ★町県民税（１期）

国民健康保険税（２期）

７月 ★固定資産税（１期）

８月 町県民税（２期）

★国民健康保険税（３期）

９月 固定資産税（２期）

１０月 町県民税（３期）

国民健康保険税（４期）

１１月 固定資産税（３期）

１２月 国民健康保険税（５期）

１月 町県民税（４期）

固定資産税（４期）

２月 国民健康保険税（６期）

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
のののののののののののののののののののののののの
納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税

納期限は各月２５日です
★のついている月に納付書を１冊綴りで
送付いたします

国国
民民
年年
金金
のの
手手
続続
きき
はは
おお
済済
みみ
でで

しし
ょょ
うう
かか
？？

■種別が変わるときには届出が必要です。

※妻が会社員などで、夫がその被扶養配偶者のときは「妻」と「夫」を読み替
えてください。

届出先

事業所

事業所

事業所

役 場

役 場

事業所

役 場

役 場

役 場

役 場

事業所

事業所

役 場

－

必要な届出

資格喪失届

種別変更届

種別変更届

資格取得届

資格取得届

資格取得届

種別変更届

種別変更届

種別変更届

種別変更届

資格取得届

種別確認届

資格取得届

届 出 不 要

変更後の種別

第２号

第３号

第３号

第１号

第１号

第３号

第１号

第１号

第１号

第１号

第２号

第３号

第１号

第２号

種別の変わる事由

就職して厚生年金か共済組合
に加入した

会社員と結婚して被扶養配偶
者になった

夫が就職して、被扶養配偶者
になった

転職して自営業になった

会社を退職して自営業者の妻
になった

会社を退職して会社員の被扶
養配偶者になった

夫が会社を退職した

会社員の夫と離婚した

収入が増え、被扶養配偶者で
なくなった

夫が亡くなった

会社に就職して被扶養配偶者
でなくなった
夫が転職し、厚生年金から共
済組合または共済組合から厚
生年金に変わった

会社などに勤めていない人

２０歳未満で就職し、厚生年金
か共済組合に加入した

現在の種別

第１号

第２号

第３号

未加入

１１ №７６６■ 広報あいずみ
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平
成
２０
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度
更
新
の

時
期
が
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
１９
年
度
分
の
確
定
保
険
料
と
、
平
成

２０
年
度
分
の
概
算
保
険
料
の
申
告
・
納
付
手

続
を
、
「
労
働
保
険
確
定
・
概
算
保
険
料
申

告
書
」
に
よ
り
５
月
２０
日
（
火
）
ま
で
に
行

っ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問

徳
島
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

（
�
６
５
２
・
９
１
４
３
）

２
月
１５
日
、
福
島
県
い
わ
き
市
の
ス
パ
リ

ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
で
開
催
さ
れ
た
第
４１

回
全
国
子
ど
も
会
育
成
中
央
会
議
・
研
究
大

会
で
、
町
親
子
会
連
合
会
役
員
の
中
山
美
知

子
氏
（
富
吉
）
が
指
導
者
表
彰
を
、
奥
住
加

代
子
氏
（
奥
野
）
が
育
成
者
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

永
年
の
単
位
親
子
会
連
合
会
で
の
活
動
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

３
月
８
日
、
町
民
シ
ア
タ
ー
で
約
２
０
０

人
が
参
加
し
て
勝
瑞
城
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
「
古
建
築
の
見
ど
こ
ろ
」

と
題
し
て
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
遺
構
調
査

室
長
島
田
敏
男
氏
の
講
演
が
あ
り
、
中
世
末

期
か
ら
近
世
の
住
宅
形
式
や
そ
の
特
徴
等
を

紹
介
し
、
勝
瑞
城
館
が
中
世
末
期
か
ら
近
世

初
期
の
客
殿
建
築
に
一
番
近
い
建
物
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
や
、
住
宅
が
接
客
方
法

で
変
化
し
て
き
た
歴
史
に
つ
い
て
説
明
。
ま

た
真
建
築
都
市
研
究
室
代
表
取
締
役

中
野

真
弘
氏
が
「
Ｃ
Ｇ
で
復
元
さ
れ
た
勝
瑞
城
館

の
主
殿
と
会
所
」
と
題
し
て
、
Ｃ
Ｇ
復
元
に

至
る
ま
で
の
建
物
規
模
や
間
取
り
等
の
推
定

方
法
や
、
居
住
形
式
の
変
化
等
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
た
。

ま
た
教
育
委
員
会
担
当
者
か
ら
「
発
掘
調

査
で
見
つ
か
っ
た
勝
瑞
の
建
物
跡
」
と
題
し

て
報
告
が
行
わ
れ
、
出
土
遺
物
等
か
ら
当
時

の
勝
瑞
に
は
ど
の
よ
う
な
建
物
が
あ
っ
た
の

か
、
想
像
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
ほ
し
い
と
話
し

た
。室

町
時
代

か
ら
戦
国
時

代
に
か
け
て
、

文
化
都
市
と

し
て
発
達
し

た
勝
瑞
。
勝

瑞
の
魅
力
に

皆
さ
ん
も
触

れ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

事事
業業
主主
各各
位位

「
労
働
保
険
の
年
度
更
新
」

全全
国国
子子
どど
もも
会会
連連
合合
会会
表表
彰彰

勝勝
瑞瑞
児児
童童
館館
増増
築築
工工
事事
完完
成成

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
者
の
増
加
に
伴

い
、
昨
年
１２
月
か
ら
建
設
を
進
め
て
い
た
勝

瑞
児
童
館
の
増
築
工
事
が
３
月
に
完
成
し
ま

し
た
。

建
設
中
は
利
用
者
の
皆
さ
ん
や
近
隣
に
お

住
ま
い
の
方
々
に
は
大
変
ご
協
力
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

建
物
は
鉄
骨
造
り
平
屋
建
て
の
施
設
で

建
築
面
積

１
３
３
・

３５
㎡
・
延

べ
床
面
積

１
２
３
・

１２
㎡
と
な

っ
て
い
ま

す
。

中山美知子氏奥住加代子氏

勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝
瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞瑞
城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城
シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ
ジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジ
ウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウ
ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム
〜
古
建
築
の
見
ど
こ
ろ
〜

４
月
２
日
、
町
と
板
野
警
察
署
の
間
で

暴
力
団
員
の
町
営
住
宅
の
使
用
制
限
に
関

す
る
覚
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
「
藍
住
町
営
住
宅
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
」
が
改
正
さ
れ
、
暴

力
団
員
の
町
営
住
宅
へ
の
入
居
を
制
限
す

る
こ
と
が
条
項
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

こ
の
覚
書
に
よ
り
、
入
居
者
や
入
居
希
望

者
が
暴
力
団
員
か
否
か
の
照
会
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
な
ど
の
協
力
が
得
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
警
察
署
と
情
報
交
換
を
積
極

的
に
行
い
、
町
営
住
宅
か
ら
の
暴
力
団
員

の
排
除
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営
住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららら
暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団
排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排
除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除

板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板
野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野
警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警
察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察
署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署署
とととととととととととととととととととととと
覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚
書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書
交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
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最近，インターネットによる個人情報の漏洩が問題になっていま

す。県内のある職場でも，その職場における内部告発として，同職

場のほぼ全職員の電話番号，病歴，出身，家族の職業，私生活等が

県下の公共機関等へメールされるということが起きました。「自分

が人権侵害された（本人がそう思っている）」から「相手のプライバ

シーを暴いても，人権を侵犯したことにならない」と言っているの

です。また，「インターネットは相手と会わないので言いたいこと

がいえる」とも言っています。

これがインターネットの怖さであるといえます。

＊公共機関の取り組みは

このことについて，ある機関は「一緒に解決しましょう」と積極

的に相談に乗ってくれました。しかし，ある機関では，一生懸命に

相談に乗ってくれたものの具体的な方法は示してもらえませんでし

た。また，「行政は，人権問題の学習はするが相談には乗れない。

法務局へ行け」と言われた機関（市）さえありました。

「同和対策特別措置法」（後に「地対財特法」）が期限切れになり，

公共機関の人権侵害に対する取り組みも非常に弱くなった感があり

ます。

＊さまざまな分野で取り組みが

「同和対策特別措置法」によって「人権」に対する認識は大きく

変わりました。これに基づいて，部落差別に限らず，すべての差別

や人権について考え取り組むようになりました。「差別をなくする

ことは，行政の課題であり国民の責務である」とした「同和対策審

議会答申」の精神は生きています。「法」があるなしに関わらず，

差別をなくし人権を守ることは人間として当然のことだと思います。

＊一人ひとりが「不可侵，不可被侵」の取り組みを

今回のメール事件のように，個人の力ではどうしようもなく解決

が難しいこともあります。悪質な差別に対しては，人権を救済する

法整備は必要なのです。しかし，もっと必要なのは，私たち一人ひ

とりが「人権を侵さず，人権を侵されない（不可侵，不可被侵）」と

いうことを日常生活のなかでつくりあげていくことが大切だと思い

ます。

差別問題を考える藍住の会 さかもと えいじ

人 権 標 語
藍住東中学校生徒作品

ひ
ろ
げ
よ
う

笑
顔
と
共
に

友
の
輪
を

２
年

日
下

成
美

ひ
ろ
め
よ
う

言
葉
の
や
さ
し
さ

世
界
に
も

２
年

柴
田

花
奈

考
え
よ
う

そ
の
一
言
を

言
う
前
に

２
年

吉
田

葵

大
丈
夫

そ
の
一
言
で

や
さ
し
い
時
間

３
年

上
田

和
輝

助
け
合
お
う

一
人
一
人
が

勇
気
を
も
っ
て

３
年

澤

友
也

１３ №７６６■ 広報あいずみ
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募募

集集

平平
成成
１１９９
年年
度度
スス
ポポ
ーー
ツツ
優優
秀秀
者者

体
育
協
会
で
は
、
次
の
規
定
に
該
当
す
る

方
に
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
表
彰
を
行
い
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
、
ま
た
は
該
当
す
る
方
を
ご

存
じ
の
方
は
、
教
育
委
員
会
内
体
育
協
会
事

務
局
ま
た
は
、
体
育
協
会
理
事
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

１

四
国
大
会
で
の
優
勝
者
及
び
チ
ー
ム

２

西
日
本
大
会
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
大

会
で
、
第
２
位
以
内
の
入
賞
者
及
び
チ
ー

ム
３

全
国
大
会
で
第
３
位
以
内
の
入
賞
者
及

び
チ
ー
ム

４

徳
島
県
小
学
・
中
学
・
高
校
新
記
録
・

県
記
録
の
樹
立
者
及
び
チ
ー
ム

申申
込込
締締
切切

４
月
３０
日
（
水
）

申
・
問

体
育
協
会
事
務
局
（
教
育
委
員

会
社
会
体
育
係
）（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

スス
トト
レレ
ッッ
チチ
体体
操操
＆＆

ニニ
ュュ
ーー
スス
ポポ
ーー
ツツ
講講
習習
会会

�
体
を
ほ
ぐ
し
て

い
い
気
持
ち
〜
�

日日

時時

４
月
２８
日
（
月
）

午
後
７
時
３０
分
〜
９
時

場場

所所

体
育
セ
ン
タ
ー

内内

容容

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ペ
タ
ン
ク

参参
加加
費費

無
料
（
申
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
）

＊
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ど

な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

主

催

町
体
育
指
導
委
員
会

問

教
育
委
員
会（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

みみ
んん
なな
でで
歩歩
ここ
うう
会会

「「
新新
しし
いい
出出
会会
いい
をを
求求
めめ
てて
！！
」」

※
正
法
寺
川
六
橋
を
渡
ろ
う
。
約
５
㎞
の
コ

ー
ス
で
す
。

日日

時時

４
月
２０
日
（
日
）

午
前
９
時
４５
分
〜
正
午

（
午
前
１０
時
出
発
）

集集
合合
場場
所所

緑
の
広
場
・
管
理
棟
前

参参

加加

費費

３
０
０
円
（
保
険
料
）

☆
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員
は
無
料

※
９
時
４５
分
か
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
し
ま

す
。

※
毎
月
第
３
日
曜
日
に
歩
い
て
い
ま
す
。
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
�
６
９
２
・
５
０
０
０
）

ああ
いい
ずず
みみ
スス
ポポ
ーー
ツツ
クク
ララ
ブブ
主主
催催

おお
でで
かか
けけ
ウウ
オオ
ーー
キキ
ンン
ググ
「「
大大
和和

三三
山山
万万
葉葉
浪浪
漫漫
ウウ
オオ
ーー
キキ
ンン
ググ
」」

実実

施施

日日

５
月
１０
日
（
土
）

集集
合合
時時
間間

午
前
６
時
３０
分

集集
合合
場場
所所

プ
ー
ル
跡
駐
車
場

参参
加加
資資
格格

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
で
、

１０
㎞
を
完
歩
で
き
る
方

募募
集集
人人
数数

４０
人
（
先
着
順
）

参参

加加

費費

４
、
０
０
０
円

申申
込込
期期
間間

４
月
１７
日
（
木
）
〜
５
月
２
日

（
金
）（
参
加
費
を
添
え
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
）

持持
参参
すす
るる
もも
のの

弁
当
、
飲
み
物
、
敷
物

＊
雨
天
時
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
５
月
２
日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ

い
て
は
、
参
加
費
の
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

問

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
�
６
９
２
・
５
０
０
０
）

英英

会会

話話

教教

室室

受受
講講
期期
間間

５
月
１２
日
（
月
）
〜
８
月
２７
日

（
水
）

（（
初初
級級
））

毎
週
水
曜
日

午
後
７
時
〜
８
時

英
会
話
初
心
者
を
対
象
に
し
た
講
座
で
す
。

（（
中中
級級
））

毎
週
水
曜
日

午
後
８
時
１５
分
〜
９
時
１５
分

一
般
的
に
用
い
る
英
会
話
の
講
座
で
す
。

※
受
講
日
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

受受
講講
資資
格格

町
内
在
住
ま
た
は
、
在
勤
者
で

２０
歳
以
上
の
方（
学
生
を
除
く
）

場場

所所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

研
修
室

情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報NNNNNNNNNNNNNNNNNOOOOOOOOOOOOOOOOOWWWWWWWWWWWWWWWWW
町の掲示板
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定定

員員

各
教
室

１５
人

受受
講講
料料

３
、
０
０
０
円

講講

師師

ク
ロ
ス
ナ
ー
・
レ
ベ
ッ
カ

用用
意意
すす
るる
物物

筆
記
用
具

申申
請請
期期
間間

４
月
１６
日
（
水
）
〜
２２
日
（
火
）

※
抽
選
後
、
当
選
者
に
は
４
月
３０
日
（
水
）

ま
で
に
書
面
で
通
知
し
ま
す
。

（（
初初
めめ
てて
のの
方方
をを
優優
先先
））

申
・
問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
�
６
３
７
・
３
１
３
０

火
曜
日
休
館
）

教
育
委
員
会
（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

※
火
曜
日
の
み
、
教
育
委
員
会
で
受
付
し
ま

す
。

健健
康康
づづ
くく
りり
講講
習習
会会

保
健
栄
養
推
進
員
に
よ
る
講
習
会
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
東
中
富
地
区
】

日日

時時

５
月
１５
日
（
木
）

午
前
１１
時
３０
分
〜
午
後
１
時

場場

所所

東
中
富
老
人
憩
の
家

定定

員員

２５
人
（
申
込
順
）

内内

容容

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
に
つ
い

て
、
健
康
料
理
の
試
食
会

申申
込込
期期
間間

４
月
１７
日
（
木
）
〜
２５
日
（
金
）

担担

当当

東
中
富
支
部
保
健
栄
養
推
進
員

申
・
問

保
健
セ
ン
タ
ー

（
�
６
９
２・

８
６
５
８
）

国国
際際
交交
流流
協協
会会

２２
００
００
８８
年年
前前
期期

日日
本本
語語
教教
室室

国
際
交
流
協
会
で
は
、
地
域
に
住
む
外
国

人
を
対
象
に
日
本
語
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

日日

時時

毎
週
木
曜
日

午
後
７
時
〜
８
時

３０
分

場場

所所

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

テテ
キキ
スス
トト

「
み
ん
な
の
日
本
語
初
級
Ⅱ
」

対対

象象

初
歩
の
学
習
が
終
わ
り
、
簡
単
な

会
話
や
、
短
い
文
の
読
み
書
き
が

で
き
る
人

参参
加加
費費

２０
回

１
、
０
０
０
円

テ
キ
ス
ト
代
（
２
、
５
０
０
円
）

が
別
途
必
要

申
・
問

I’s

（
藍
住
町
国
際
交
流
協
会
）

事
務
局
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

（
�
６
９
２
・
９
９
５
１
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ

６
９
２・
１
６
２
６
）

E－
M
ail:aizum

i_kokusai@
garnet.nm

t.ne.

jp

手手
話話
奉奉
仕仕
員員
養養
成成
講講
座座（（
基基
礎礎
課課
程程
））

対対

象象

町
内
在
住
で
１８
歳
以
上
、
手
話
奉

仕
員
養
成
講
座
（
入
門
課
程
）
修

了
者

日日

時時

５
月
２４
日
〜
１２
月
１３
日
の
毎
週
土

曜
日

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

全
３０
回

場場

所所

福
祉
ホ
ー
ム
「
リ
ズ
ム
」

定定

員員

２０
人

受受
講講
料料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
負

担
）

申申
込込
締締
切切

４
月
３０
日
（
水
）

申
・
問

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
凌

雲

（
�
６
９
３・

１
１
１
７
）

相相

談談

ここ
ここ
ろろ
のの
相相
談談
窓窓
口口

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
こ
こ
ろ
の
病
気
・
ス
ト
レ
ス
・
悩
み
な
ど

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
こ
と
じ
」
（
�
６
９
４
・
６
６
０
６
）

「
オ
リ
ー
ブ
の
木
」

（
�
６
８
５
・
５
５
２
４
）

・
保
健
セ
ン
タ
ー（

�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

○
精
神
障
害
者
家
族
会
・
作
業
所
に
つ
い
て

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
み
れ
・
あ
い
ず
み
作
業
所
」

（
�
６
９
３
・
０
０
３
２
）

特別職国家公務員（自衛官）受付案内

問 鳴門地域事務所（�６８５・５３０６）

試 験 会 場

松茂町の自衛隊基地

試 験 期 日

１次：５月中旬

２次：６月中旬
（一次合格者のみ）

受付時にお知らせします。

受付時にお知らせします。

受 付 期 間

４月１日～５月上旬

年間を通じて行って
おります。
下記事務所までお問
い合わせください。

応 募 資 格

２０歳以上２６歳未満

（１）２２歳以上は学歴等不問
（２）２２歳未満は大卒（見込含）
（３）大学院の場合は２８歳未満

（見込含）

１８歳以上２７歳未満

募 集 種 目

幹部候補生

（男 女）

男子

女子
任期制自衛官

１５ №７６６■ 広報あいずみ
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催催
しし
物物
・・
そそ
のの
他他

春春
のの
ババ
ララ
まま
つつ
りり

５５
月月
１１００
日日
（（
土土
））
〜〜
２２５５
日日
（（
日日
））

バ
ラ
園
に
植
え
ら
れ
て
い
る
２
７
０
種
、

１
、
０
０
０
株
の
バ
ラ
が
咲
き
始
め
ま
し
た
。

新
緑
の
正
法
寺
川
公
園
の
な
か
で
、
色
と

り
ど
り
に
咲
く
バ
ラ
を
是
非
ご
鑑
賞
く
だ
さ

い
。
な
お
、
バ
ラ
園
駐
車
場
は
大
変
混
雑
を

し
ま
す
の
で
、
緑
の
広
場
・
町
民
プ
ー
ル
跡

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
１１
日
（
日
）
は
藍
交
会
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
野
点
呈
茶
（
お
茶
席
）
を
開
催

○
ま
つ
り
期
間
中
は
、
観
光
物
産
協
会
に
よ

る
バ
ラ
苗
・
特
産
品
販
売
を
実
施

問

建
設
産
業
課（
�
６
３
７
・
３
１
２
０
）

国国
家家
公公
務務
員員

中中
途途
採採
用用
者者
選選
考考
試試
験験

試試
験験
種種
目目

行
政
事
務
、
税
務
、
機
械
、
土

木
、
林
業
、
皇
居
護
衛
官
、
刑

務
官
、
入
国
警
備
官

受受
験験
資資
格格

昭
和
４３
年
４
月
２
日
〜
昭
和
５４

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

受受
付付
予予
定定
期期
間間

６
月
２４
日
（
火
）
〜
７
月

１
日
（
火
）

採採
用用
予予
定定
日日

採
用
は
お
お
む
ね
平
成
２１
年

４
月
１
日

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
事
院
Ｈ
Ｐ
等
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問

人
事
院
人
材
局
試
験
課

（
�
０
３
・
３
５
８
１
・
５
３
２
６
）

H
P
http
://w
w
w
.jinji.go.jp/

○ホームゲームご案内

４月２０日（日） １６：００～vs 水戸ホーリーホック

４月２９日（火・祝）１３：００～vs サンフレッチェ広島

５月６日（火・祝）１６：００～vs ザスパ草津

（試合会場：ポカリスエットスタジアム）

図
書
館
の
行
事

★
お
は
な
し
会

毎
週
日
曜
日

午
後
２
時
か
ら

★
あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

毎
月
第
２
、
第
４
水
曜
日

４
月
２３
日
（
水
）、５
月
１４
日
（
水
）

午
前
１０
時
３０
分
か
ら

★
井
隈
読
書
会

５
月
１
日
（
木
）

午
前
１０
時
か
ら

〈
５
月
の
課
題
図
書
〉

「
タ
ト
ゥ
ー
マ
マ
」

ウ
ィ
ル
ソ
ン
著

◎
休
館
日

・
毎
週
月
曜
日

・
図
書
整
理
日
‥
‥
‥
‥
４
月
１７
日（
木
）

・
祝
日〈
昭
和
の
日
〉‥
‥
４
月
２９
日（
火
）

・
祝
日〈
憲
法
記
念
日
〉‥
５
月
３
日（
土
）

・
祝
日〈
み
ど
り
の
日
〉‥
５
月
４
日（
日
）

・
祝
日〈
こ
ど
も
の
日
〉‥
５
月
５
日（
月
）

・
振
替
休
日
‥
‥
‥
‥
‥
５
月
６
日（
火
）

問

図
書
館（
�
６
９
２・

０
０
７
０
）

５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍
のののののののののののののののののののののの
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

○
東
南
ア
ジ
ア
染
織
物
文
化
美
術
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

衣
類
・
染
織
物
・
工
芸
品
・
手
作
り
作

品
展
示
会
１
０
０
点

ア
セ
ア
ン
の
伝
統
的
織
物
文
化
遺
産
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

期
間

５
月
１４
日
ま
で

○
中
世
、
鎌
倉
時
代
よ
り
現
代
、
古
物
、

特
別
展

高
級
美
術
品
象
牙
他
収
集

墨
・
硯
他
、

日
本
、
中
国
、
韓
国
、
台
湾
、
モ
ン
ゴ
ル
、

ベ
ト
ナ
ム
、
各
国
の
作
品
１
５
０
点

展

示
即
売
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
こ
の
機
会

に
是
非
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

期
間

５
月
２
日
（
金
）
〜
３０
日
（
金
）

○
小
笠
原
流
水
引
、
ひ
も
む
す
び
体
験

材
料
費

１
０
０
円

指
導
期
間

（
５
月
３
日
〜
６
日

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
）

（
５
月
１０
日
、
１１
日
、
１７
日
、
２４
日
、
２５

日
正
午
〜
午
後
４
時
）

○
５
月
５
日

こ
ど
も
の
日

か
し
わ
餅
接
待

３
０
０
個

観
光
物
産
協
会
特
産
品
開
発
研
究
グ
ル
ー

プ問

藍
の
館（
�
６
９
２・

６
３
１
７
）

広報あいずみ■ №７６６１６
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いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいききききききききききききききききききききききききいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいききききききききききききききききききききききききササササササササササササササササササササササササロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンののののののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
あいずみ俳壇

地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康チ
ェックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で各地
域老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。

近藤 紫水 選

春
愁
や

八
十
路
静
か
に

振
り
返
る

山
本

義
子

こ
も

水
温
み

苗
木
包
み
の

菰
を
解
く

近
藤

美
代

立
て
続
け

雪
崩
に
学
ぶ

自
然
の
威

実
松

博

掘
り
抜
き
の

湧
く
野
の
あ
た
り

草
萌
ゆ
る

宮
本
よ
し
子

つ
く
し

遊
山
箱

空
け
て
児
の
摘
む

土
筆
ん
ぼ

石
川

恭
子

櫻
散
る

一
枝
伸
び
て

池
の
上

一
宮
チ
エ
子

ヤ
ッ
ホ
ー
の

声
ひ
び
き
く
る

夏
初
め

奥
村

文
子

す
く

露
天
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年齢・住所に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック・（お話・体操・レクリエーション等）
を行っています。
問 社会福祉協議会（�６９２・９９５１）保健センター（�６９２・８６５８）

おおくくややみみ申申しし上上げげまますす
（氏名） （年齢） （住 所）

西 相子 ７９歳 矢上字安任

和渕 光寿 ６４歳 笠木字東野

大代 博子 ６１歳 奥野字原

楠 静江 ６２歳 勝瑞字正喜地

齋藤 正郎 ８１歳 勝瑞字幸島

竹井 チヨミ ９３歳 奥野字和田

山口 イワヱ ９２歳 徳命字名田

大西 喜平 ７６歳 矢上字江ノ口
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（子の氏名） （ふりがな）（性別） （父） （母） （住 所）

加田 悠成 （ゆうせい） 男 康 ・ 美 妃 富吉字富吉
黒上 順乃介 （じゅんのすけ） 男 雅 史 ・ 綾 子 徳命字小塚
脇村 大悟 （だいご） 男 治 成 ・ 由 紀 勝瑞字西勝地
橋井 龍司 （りゅうじ） 男 基 司 ・ 隆 子 東中富字北傍示
村澤 遥斗 （はると） 男 朋 哉 ・ 奈緒美 東中富字権現傍示
元木 美緒 （み お） 女 優 ・ 麗 子 住吉字江端
岡田 光樹 （みつき） 男 弘 樹 ・ 未 来 乙瀬字青木
富永 菜々 （な な） 女 桂一郎 ・ 佳 奥野字原
片山 瑚小奈 （ここな） 女 公 寿 ・ 真紀子 住吉字乾
森本 眞緒 （ま お） 女 大 助 ・ 和 美 勝瑞字正喜地
橋崎 奈優 （な ゆ） 女 真 明 ・ あかね 勝瑞字成長
大宅 泰司 （たいし） 男 佑 一 ・ 小百合 勝瑞字正喜地
熊川 きらり 女 康 彦 ・ 芳 佳 笠木字東野
近藤 里咲 （り さ） 女 宏 ・ 典 子 勝瑞字正喜地
新山 永 （と わ） 男 稔 ・ 美 佳 富吉字豊吉
佐々木 りこ 女 貴 司 ・ 奈 央 勝瑞字正喜地
里見 祥英 （しょうえい） 男 恭 章 ・ 暁 子 徳命字小塚東
岡� 梨里花 （りりか） 女 誠 ・ 裕 子 奥野字山畑
齋� 優那 （ゆうな） 女 孝 宜 ・ 麻 琴 勝瑞字西勝地
小西 陽 （ひなた） 男 亙 ・ 理 恵 奥野字山畑
大和 佑輔 （ゆうすけ） 男 賢 次 ・ 愛 子 住吉字神蔵
竹下 朱莉 （あかり） 女 宏 和 ・ 瞳 徳命字元村東
齋藤 成基 （なるき） 男 淳 一 ・ かおり 徳命字前須東

地地域域のの子子どどももはは、、
地地域域でで守守りり育育ててままししょょうう

子どもは、私たちの宝です
藍住町青少年健全育成会議

藍住町民生児童委員協議会

板野西部青少年補導センター

内 容

健康チェック
楽しく筋力アップ体操

健康チェック
楽しく筋力アップ体操

健康チェック
楽しく筋力アップ体操

健康チェック
楽しく筋力アップ体操

健康チェック
楽しく筋力アップ体操

健康チェック
楽しく筋力アップ体操

場 所

徳命老人憩の家

東中富老人憩の家

住吉老人憩の家

乙瀬老人憩の家

奥野老人憩の家

東部老人憩の家

時 間

午後１時３０分～３時

午後１時３０分～３時

午前９時３０分～１１時

午前９時３０分～１１時

午後１時３０分～３時

午後１時３０分～３時

曜日

水

金

月

月

月

月

開催日

４月１６日

４月１８日

４月２１日

４月２８日

４月２８日

５月１２日

★

★
44月月
★

★

★

★
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西條北島線

徳島環状線

●はなまるうどん

●洋服の青山

●陸運局

●

エネオス
ＧＳマルナカ成長店●

サティア●

四国三郎橋▼

たなもと
耳鼻咽喉科

Ｎ

増田クリニック
じ び いん こう か

たなもと耳鼻咽喉科
クリニック TEL：０８８‐６９３‐３０２０

藍住町役場東５００m
診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

特定健診受診できます。
TEL０８８‐６８３‐３９８７（サンキューハナ）

●診療科目：内科・循環器科・心臓血管外科マルナカ成長店 南２００m エネオスはいる

●ゴールデンウイーク前後の４月３０日�
５月７日�午前・午後診察しています
●携帯電話 インターネットから順番予約
get１０５２＠paa.jp へ空メール

地地地地地地地地地域域域域域域域域域ににににににににに密密密密密密密密密着着着着着着着着着しししししししししたたたたたたたたた情情情情情情情情情報報報報報報報報報とととととととととサササササササササーーーーーーーーービビビビビビビビビスススススススススををををををををを提提提提提提提提提供供供供供供供供供

ケーブルテレビ・インターネット
お問い合わせ・お申込みは
エーアイテレビ株式会社

藍住町東中富字朏傍示１５－４
電話 ０１２０－４０－８２２３

E-Mail : info@aitv.co.jp URL ; http : //www.aitv.co.jp

※この広告の収益は防災事業に役立てられています。
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確確 認認 先先

掲載ページ

５、６ページ

広報あいずみは、新聞折り込み・郵送でお届け

しています。

もし、ご近所で広報が届いていないお宅があり

ましたら企画調整課（�６３７・３１２４）までお知
らせください。

AIテレビの放送ＨＰの掲載

○

担当課へのお問い合わせ

電話番号

６３７・３１１１

担 当 課

総務課

記 事 名

一般会計予算の概要

広報あいずみ 毎月１５日新聞折り込みで

ＡＩテレビ 静止画放送

町政だより 毎月第１木曜日徳島新聞に掲載

ホ－ムペ－ジ URL http : //www.town.aizumi.tokushima.jp

E-mail aizumi@town.aizumi.tokushima.jp
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